
情報連携学研究科
情 報 連 携 学 専 攻

前期課程
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研究指導
主指導教授の研究指
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Ⅳ　研究指導概要、研究科規程
及び教育課程表

主指導教授の研究指導は毎セメスタ必ず履修
すること

●研究指導はセメスタ毎にそれぞれ1科目ず
つ（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵの順）の履修
となる

●これ以外に主指導教授が研究指導上必要と
認めた場合は、本学の他研究科・専攻の授
業科目および他大学（協定校）の授業科目
を履修することができる

後期課程

前期課程とあわせて5 年間
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研究指導概要

博士前期課程

　１．各セメスタの指導内容
　　１セメスタ
　　・学問的な視野を広げると共に、修士論文テーマを確定し、研究計画、研究手法等を検討し提案する。
　　２セメスタ
　　・ テーマに関連した研究成果や技術・社会の動向のレビューを幅広く行い研究計画を確定し、それに従って自ら

の研究を開始する。
　　３セメスタ
　　・研究を深めながら、その進行状況に応じたフィードバックを行い、修士論文のアウトラインを検討し作成する。
　　４セメスタ
　　・修士論文の完成に向けて研究を収斂させて行き、修士学位論文を執筆し、完成させる。

　２．論文報告会（論文発表会）等の概要と発表の要件等
　　 　博士前期課程２年生で、修士論文を提出する予定の者は、修了予定の半年前に行われる中間報告会に論文要旨

をまとめてプレゼンテーションをしなければならない。プレゼンテーションは１人15分（質疑応答を含む）とする。

博士後期課程

　１．各セメスタの指導内容
　　１セメスタ
　　・博士研究を開始し、研究指導教員の指導の下で、研究の方向性を定め、研究計画および研究手法を検討する。
　　２セメスタ

・研究テーマを定め、既往の研究成果や技術・社会の動向のレビューを幅広く行うとともに、研究計画を固め、
研究を開始する。また学期末には報告会を実施し、研究の進捗状況について指導教員や専攻の教員と質疑応答
を行う。

　　３セメスタ
・ 報告会での質疑応答に基づき研究計画を必要に応じて修正し、更に研究を進める。博士論文の全体構成を固める。

これまでの研究成果について研究発表を行い、そこで得られた意見を参考にして、研究内容を深めるとともに、
学術論文を執筆・投稿する。

　　４セメスタ
・これまでの成果をもとにしながら、研究を更に深め、博士論文の執筆を行う。研究成果については、引き続き

研究発表と学術論文の執筆・投稿を行う。学期末には中間報告会を実施し、博士論文の進捗状況と見通しにつ
いて指導教員や専攻の教員と質疑応答を行う。

　　５セメスタ
・ 中間報告会での質疑応答を参考にしつつ、最終段階に向けて研究をさらに深める。博士論文の修正と推敲を重ね、

その完成に向けて精度を高める。それと併せて対外的な研究成果の発表を行う。
　　６セメスタ
　　・博士論文の完成に向けて研究を収斂させ、博士論文を執筆、完成させ、公聴会を開き審査を受ける。

　２．論文報告会（論文発表会）等の概要と発表の要件等
　　 　博士後期課程の学生は、2セメスタ終了時に行われる報告会において、研究テーマに関連した研究課題や研究

方法および研究の進捗状況等について報告をしなければならない。報告は、参加教員との質疑応答を含めて1人
30分とし、研究科内に公開とする。

　　 　博士後期課程の学生は、4セメスタ終了時に行われる中間報告会において、これまでの研究成果および博士論
文の進捗状況と見通しについて報告をしなければならない。報告は、参加教員との質疑応答を含めて1人30分とし、
研究科内に公開とする。

　　 　博士前期課程および博士後期課程在籍者は、学年等を問わず報告会を聴講することが可能であり、積極的に参
加することが望ましい。



東洋大学大学院情報連携学研究科規程

平成29年規程第39号

平成29年４月１日

施行

　　改正　平成30年４月１日　平成31年４月１日　令和３年４月１日

（趣旨）

第１条　この規程は、東洋大学大学院学則（昭和29年４月１日施行。以下「学則」という。）第４条第５項に基づき、

東洋大学大学院情報連携学研究科（以下「情報連携学研究科」という。）の教育研究に関し必要な事項を定める。

（人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的）

第２条　情報連携学研究科は、学則第４条の２に基づき、研究科及び専攻の人材の養成に関する目的その他の教育研

究上の目的を別表第１のとおり定める。

（修了の認定及び学位授与、教育課程の編成及び実施並びに入学者の受入れに関する方針）

第３条　情報連携学研究科は、学則第４条の３に基づき、専攻の修了の認定及び学位授与に関する方針、教育課程の

編成及び実施に関する方針並びに入学者の受入れに関する方針を別表第２のとおり定める。

（教育課程）

第４条　情報連携学研究科は、学則第５条の２及び第７条に基づき、専攻の教育課程における科目区分、授業科目及

び研究指導科目の名称、単位数、配当学年、及び履修方法等を別表第３のとおり定める。

（修了に必要な単位等）

第５条　情報連携学研究科は、学則第12条及び第13条に基づき、専攻の修了に必要な単位等を別表第４のとおり定め

る。

（改正）

第６条　この規程の改正は、学長が情報連携学研究科委員会の意見を聴き、研究科長会議の審議を経て行う。

附　則

　　　この規程は、平成29年４月１日から施行する。

附　則

　　　この規程は、平成30年４月１日から施行する。

附　則

　　　この規程は、平成31年４月１日から施行する。

附　則

　　１　この規程は、2021年４月１日から施行する。

　　２　前項の規定にかかわらず、2020年度以前の入学生については、なお従前の例による。



別表第１　人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（第２条関係）
情報連携学研究科
人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
【博士前期課程】
（1）どのような人材を養成し、どのような人材を世に送り出すか

インターネットの普及により、既存のシステム、組織、分野の持つ機能やネットワークなどの情報を連携させ
て利用するためのコストが劇的に小さくなった。このような連携をベースとする新しい社会プロセスとそのた
めの方法論及び必要とされる技術を研究し、また個別分野でのみならず、連携により実社会の全ての分野にお
いて広く成果をあげ、社会発展の基盤となる専門人材を養成する。

（2）学生にどのような能力を習得させるのか等の教育研究上の目的
最先端の情報技術とその応用を基盤としながら、それぞれの学生が持っている専門的な背景を大きく伸ばすこ
とを目指す。情報通信技術を元々の専門とする学生には、その応用による発展を、一方、情報通信技術の応用
先を元々の専門とする学生に対しては、情報通信技術がもたらす新たな可能性を、それぞれ発見し、発展させ
ることを念頭に置いた教育を行う。また、それらを深化させるための研究を行う。

【博士後期課程】
（1）どのような人材を養成し、どのような人材を世に送り出すか

さまざまな分野への情報通信技術の応用を目指し、わが国及び世界の情報通信技術の進展をリードし、新たな
道を切り拓く極めて高度な専門性と研究遂行能力を有する人材を養成する。この人材は、科学的な根拠に基づ
く応用力に優れ、情報連携学の学術領域の開拓と発展を担うこととする。

（2）学生にどのような能力を習得させるのか等の教育研究上の目的
情報通信技術とその応用に関する極めて高度な専門性を有し、深く掘り下げた研究を行い、その研究を通じて、
学生に、情報通信技術応用の全体を捉えながらも専門性を更に深める能力と、急速に変化し続ける社会において、
狭義の専門性にとらわれることなく、分野横断的な課題に対して、情報通信技術に関する高度に専門的な知識
に基づいた解を見いだす能力を身に付けさせる。また、高度な専門技術とともに、その学術的成果を社会に還
元する社会実装のフェーズにおいても、イノベーションに至る道筋を理解し、新たな価値を生み出す活動の中
で大きなリーダーシップを発揮できるような、高度な能力を育成する。

情報連携学研究科情報連携学専攻
人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
【博士前期課程】
（1）どのような人材を養成し、どのような人材を世に送り出すか

学部の新卒者のみならず、既にある程度の専門性を取得して実社会で活躍する社会人に対しても門戸を広く開
き、社会人の再教育機関としての役割も備える新しい教育機会を整備する。現在の社会において最も革新の速
度が速い情報技術の分野に対応するために、８つの情報技術の基礎ディシプリン（①ビジネス・インキュベーショ
ン、②データ・サイエンス、③インフラ・サービス、④クオリティ・オブ・ライフ、⑤コンピュータ・アーキ
テクチャー、⑥コンピュータ・ネットワーク、⑦デジタル・デザイン、⑧ユーザ・エクスペリエンス・デザイン）
に関わる最先端の研究開発を行う研究者の養成とともに、それらディシプリンの連携を図る情報連携学の実践
を行い、社会にイノベーションをもたらす専門的職業人を養成する。

（2）学生にどのような能力を習得させるのか等の教育研究上の目的
連携に必要な能力（コミュニケーション能力、他者の意欲や能力を引き出すための対人関係構築能力、自他双
方が利益を得ることができる連携を構想する能力）の一層の養成を図る。前出の８つの情報技術の基礎ディシ
プリンにおける最先端の知識を習得させるとともに、チームティーチングの手法を用いてこれらディシプリン
を連携させる情報連携の方法論を経験、習得させ、実社会でのイノベーション力を強化する。そして、このイ
ノベーション力の強化に必要な論理的な思考のみならず、粘り強く何度でも挑戦し続ける気概を身に付けさせ
る。

【博士後期課程】
（1）どのような人材を養成し、どのような人材を世に送り出すか

情報通信技術、あるいはその応用先の分野についての基盤的な知識を持ちながらも、それに留まらず、関連す
る多くの分野の知を総合することによって現代社会において次々に生じる課題に深く取組み、解決策を学術的
な見地から示していく人材を養成する。加えて、情報連携学を新たな融合学術領域として発展させ、学術的に
確立することに貢献する人材を養成する。

（2）学生にどのような能力を習得させるのか等の教育研究上の目的
さまざまな分野への情報通信技術の応用にあたって生じる学術的な課題を自ら見いだし、それに対して、狭い
専門領域に留まることなく、さまざまな専門領域の知見や研究手法を連携的に応用し、問題の解析と解決を行
う能力を習得させる。とりわけ、独立した研究者として、このような領域横断的な研究を独自に開拓し、学術
的な知見を通じて社会へ貢献していく能力が重要である。



別表第２　修了の認定及び学位授与、教育課程の編成及び実施並びに入学者の受入れに関する方針（第３条関係）

情報連携学研究科情報連携学専攻
１．修了の認定及び学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）
【博士前期課程】
以下の資質や能力を身につけたうえで、所定の年限・単位数を満たし、修士学位論文の審査及び最終試験に合格した
者に対して、修士の学位を授与する。
（1）情報連携学を社会に応用する専門能力を身につけている。
（2）エンジニアリング、デザイン、ビジネス、シビルシステムのいずれかについて、高い専門性と研究能力を身に

つけている。
（3）他者との専門的な協働を進める能力を身につけている。

【博士後期課程】
以下の資質や能力を身につけたうえで、所定の年限・単位数を満たし、博士学位論文の審査及び最終試験に合格した
者に対して、博士の学位を授与する。
（1）情報連携学を基盤としながら、科学技術の先端を拓くことでわが国及び世界の発展に寄与する高度な専門知識

とその応用能力を身につけている。
（2）高度な専門技術とともに、学術的成果を社会に還元するフェーズにおいても、イノベーションに至る道筋を理

解し新たな価値を生み出す活動でリーダーシップを発揮できる能力を身につけている。
2. 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
【博士前期課程】
（1）教育課程の編成 / 教育内容・方法

ディプロマ・ポリシーの達成のために、「授業科目（コースワーク）」と「研究指導（リサーチワーク）」を適切
に組合わせた教育課程を体系的に編成する。
教育課程は、各分野の研究法を学ぶ共通必修科目、特論として情報連携学を専門的に深く学修する選択専門科
目、修士研究のために履修する研究指導科目から構成されている。この課程において情報連携学の深化、コミュ
ニケーション能力の伸長、専門の枠に囚われない発想の強化を図る。
また、以下の教育内容及び方法で教授する。

　　 ①情報連携学の基礎的な知識を前提とし、それを更に発展・深化させるための教育を行う。
　　 ② 少人数教育を通じて、多様性に富む学生間の意見交換と協働を促進し、応用的な情報連携を実現するための

教育を行う。
　　 ③ 社会人に対しては、経験を有している分野との連関を重視しながらも、新たな分野への展開について教育を

行う。
　　 ④修士論文を通じて、情報連携学の研究、又は社会実装への展開を教育する。
（2）成績の評価

成績については、客観性及び厳格性を確保しつつ、以下の要素・方法により評価する。
　　 ① 授業科目については、あらかじめ示す成績評価基準に沿って、各授業科目のシラバスに記載されている方法

により、授業担当教員が評価する。
　　 ② 研究指導については、研究過程における達成度を、あらかじめ示す研究指導計画をもとに、論文報告会等を

通じて、研究指導教員及び本専攻所属教員により組織的に評価する。
　　 ③修士学位論文については、あらかじめ示す論文審査基準、審査体制に基づき、評価を行う。

【博士後期課程】
（1）教育課程の編成／教育内容・方法

ディプロマ・ポリシーの達成のために、研究指導（リサーチワーク）を中心にした教育課程とする。「情報連携
エンジニアリング」「情報連携ビジネス」「情報連携デザイン」「情報連携シビルシステム」の4つの分野の間を
連携しながら、極めて高度な専門性を有し、深く掘り下げた研究を行う「情報連携学研究指導」をリサーチワー
クとして各セメスタに配置する。
また、関連分野の体系的な学修を確実なものにするため、必要に応じて博士前期課程の講義科目をコースワー
クとして履修させる。

（2）成績の評価
成績については、客観性及び厳格性を確保しつつ、以下の要素・方法により評価する。

　　 ① 研究指導については、研究過程における達成度を、あらかじめ示す研究指導計画を基に、論文報告会等を通
じて、研究指導教員及び本専攻所属教員により組織的に評価する。

　　 ② 博士学位論文については、あらかじめ示す論文審査基準、審査体制に基づいて予備審査及び本審査を行い、
最終的な評価を行う。



３．入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
【博士前期課程】
入学希望者の特性に応じた適切な方法で多様な入学者選抜試験を実施し、筆記試験、面接、書類選考等を通じて、以
下の資質や能力を示した者を受け入れる。
（1）情報通信技術を中心として、さまざまな分野間の連携を具体化して社会を変えていくことに強い興味と高い意

欲をもつ者。
（2）社会の多様性を尊重、理解し、多様な人びとと協働する中で、自分の独自性を発揮できる者。
（3）情報連携学分野の新たな開拓に向けて積極的に取り組む意欲のある者。
（4）情報連携学を発展させるために必要な基礎及び専門知識のある者。

【博士後期課程】
筆記試験、面接、書類選考等を通じて、以下の資質や能力を示した者を受け入れる。
（1）情報連携学関連分野における高度な専門的知識と自立した研究立案及び遂行能力を有する者
（2）情報連携学の発展に向けて、国際的な幅広い視野に基づき関連学術を修得し、独創性が高い研究活動を推進す

る意欲のある者

別表第３　教育課程（第４条関係）
情報連携学研究科情報連携学専攻博士前期課程　授業科目

区分 必修・選択
の別 科目名 講義・演習

の別
配当
学年 単位数 備考

必修 情報連携学研究法Ⅰ 講義 １～２ ２
必修 情報連携学研究法Ⅱ 講義 １～２ ２
選択 デジタル・トランスフォーメーション特論Ⅰ 講義 １～２ ２
選択 デジタル・トランスフォーメーション特論Ⅱ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅰ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅱ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅲ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅳ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅴ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅵ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅶ 講義 １～２ ２
選択 情報連携ビジネス特論Ⅷ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅰ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅱ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅲ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅳ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅴ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅵ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅶ 講義 １～２ ２
選択 情報連携シビルシステム特論Ⅷ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅰ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅱ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅲ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅳ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅴ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅵ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅶ 講義 １～２ ２
選択 情報連携エンジニアリング特論Ⅷ 講義 １～２ ２
選択 情報連携デザイン特論Ⅰ 講義 １～２ ２
選択 情報連携デザイン特論Ⅱ 講義 １～２ ２
選択 情報連携デザイン特論Ⅲ 講義 １～２ ２
選択 情報連携デザイン特論Ⅳ 講義 １～２ ２



情報連携学研究科情報連携学専攻博士前期課程　授業科目

区分 必修・選択
の別 科目名 講義・演習

の別
配当
学年 単位数 備考

選択 情報連携デザイン特論Ⅴ 講義 １～２ ２
選択 情報連携デザイン特論Ⅵ 講義 １～２ ２
選択 情報連携デザイン特論Ⅶ 講義 １～２ ２
選択 情報連携デザイン特論Ⅷ 講義 １～２ ２
選択 Open IoT 教育プログラム 講義 １～２ ４
選択 情報連携学特別講義Ⅰ 講義 １～２ ２
選択 情報連携学特別講義Ⅱ 講義 １～２ ２

情報連携学研究科情報連携学専攻博士前期課程　研究指導

区分 必修・選択
の別 科目名 講義・演習

の別
配当
学年 単位数 備考

必修 情報連携研究指導Ⅰ 演習 １ ２
必修 情報連携研究指導Ⅱ 演習 １ ２
必修 情報連携研究指導Ⅲ 演習 １～２ ２
必修 情報連携研究指導Ⅳ 演習 １～２ ２

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．指導教授は、主指導教授１名、副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授が

２名となる場合がある。
３．同一科目を２回以上履修・単位修得することはできない。
４．「研究指導」について、長期履修学生及び原級生で５セメスタ以上在学する場合は、延長したセメスタにおいて、

主指導教授の「研究指導Ⅳ」をその都度履修すること。なおこの場合、同科目において修了要件に充当するのは最
初に修得した成績及び単位のみとする。

５．本表に掲げたものの他、指導教授が教育上必要と認めるときは、学則第８条に基づき、東洋大学大学院（以下「本
大学院」という。）の他研究科・専攻の授業科目及び他大学（協定校）の授業科目を履修することができる（同一
科目は１回目のみ修了要件として扱い、２回目以降の履修によって修得した成績及び単位は認定されるが、修了要
件としては扱わない）。
　また、上記により履修し修得した単位は、学則第10条の２に基づく、本大学院に入学する前に修得し、本大学院
における授業科目の履修により修得したものとみなす単位（既修得単位）と合わせて、10単位を超えない範囲で修
了要件に充当することができる。

情報連携学研究科情報連携学専攻博士後期課程　研究指導

区分 必修・選択
の別 科目名 講義・演習

の別
配当
学年 単位数 備考

必修 情報連携学研究指導Ⅰ 演習 １
必修 情報連携学研究指導Ⅱ 演習 １
必修 情報連携学研究指導Ⅲ 演習 ２
必修 情報連携学研究指導Ⅳ 演習 ２
必修 情報連携学研究指導Ⅴ 演習 ３
必修 情報連携学研究指導Ⅵ 演習 ３

履修方法
１．研究指導科目の履修は、各学期に１科目ずつ順を追って履修しなければならない。
２．研究指導科目は、主指導教授の科目を選択すること。
３．本表に掲げたものの他、指導教授が研究指導上必要と認めた場合は、本学の他研究科・専攻の授業科目及び他大学

（協定校）の授業科目を履修することができる。



別表第４　修了に必要な単位等（第５条関係）
博士前期課程

専攻 単位数等

情報連携学研究科情報連携学専攻 （１）修了要件となる科目で30単位以上修得すること。
（２）主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ必ず履修すること。

博士後期課程
専攻 単位数等

情報連携学研究科情報連携学専攻 主指導教授の「研究指導」は毎セメスタ必ず履修すること。



情報連携学専攻
博士前期課程

選択・
必修の別 授業科目・研究指導 講義・ 

演習の別 単位 科目
ナンバリング

開講学期
担当教員 備　　　考

春 秋

必修
情 報 連 携 学 研 究 法 Ⅰ 講 義 2 REG601 ○ 後 藤 尚 弘

情 報 連 携 学 研 究 法 Ⅱ 講 義 2 REG602 ○ 花 木 啓 祐

選択

デジタル・トランスフォーメーション特論Ⅰ 講 義 2 THI601 ○ オ ム ニ バ ス

デジタル・トランスフォーメーション特論Ⅱ 講 義 2 WIS601 ○ オ ム ニ バ ス

情 報 連 携 ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅰ 講 義 2 WIS602 ○ 富 田 亜 紀

情 報 連 携 ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅱ 講 義 2 WIS603 ○ 廣 瀬 弥 生 
河 井 理 穂 子

情 報 連 携 ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅲ 講 義 2 WIS604 ○ 中 村 周 吾 
本 多 泰 理

情 報 連 携 ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅳ 講 義 2 WIS605 ○ 本 多 泰 理

情報連携シビルシステム特論Ⅰ 講 義 2 TPA601 ○ 渡邊、花木、平松

情報連携シビルシステム特論Ⅱ 講 義 2 CEE601 ○ 曽 根 真 理 
加 知 範 康

情報連携シビルシステム特論Ⅲ 講 義 2 DEV601 ○ 後 藤 尚 弘 
横 田 達 也

情報連携シビルシステム特論Ⅳ 講 義 2 DEV602 ○ 後 藤 尚 弘

情報連携エンジニアリング特論Ⅰ 講 義 2 INN601 ○ 別 所 正 博

情報連携エンジニアリング特論Ⅱ 講 義 2 INN602 ○ 清 水 徹

情報連携エンジニアリング特論Ⅲ 講 義 2 INN603 ○ 川 原 亮 一

情報連携エンジニアリング特論Ⅳ 講 義 2 INN604 ○ 満 永 拓 邦

情 報 連 携 デ ザ イ ン 特 論 Ⅰ 講 義 2 DES601 ○ 中 村 光 宏

情 報 連 携 デ ザ イ ン 特 論 Ⅱ 講 義 2 DES602 ○ 椋 計 人

情 報 連 携 デ ザ イ ン 特 論 Ⅲ 講 義 2 H I I 6 0 1 ○ 石 川 知 一

情 報 連 携 デ ザ イ ン 特 論 Ⅳ 講 義 2 H I I 6 0 2 ○ 石 川 徹

Open IoT 教 育 プ ロ グ ラ ム 講 義 4 INN605 ○ 坂 村 健

情 報 連 携 学 特 別 講 義 Ⅰ 講 義 2 H I I 6 0 1 ○ 隈 研 吾

情 報 連 携 学 特 別 講 義 Ⅱ 講 義 2 H I I 6 0 2 ○ 隈 研 吾

必修

情 報 連 携 研 究 指 導 Ⅰ 研究指導 2 REG603 ○ ○ 花 木、後 藤、井 村、坂
村、横田、中村（光）、神
場、小 笠 原、曽根、富
田、中村（周）、清水、川
原、石川（ 徹 ）、浅 野、
隈、別所、矢代、カーン、
本多、石川（知）、平松

1セメスタ在籍者

情 報 連 携 研 究 指 導 Ⅱ 研究指導 2 REG604 ○ ○ 2セメスタ在籍者

情 報 連 携 研 究 指 導 Ⅲ 研究指導 2 REG605 ○ ○ 3セメスタ在籍者、 
短期修了希望者

情 報 連 携 研 究 指 導 Ⅳ 研究指導 2 REG606 ○ ○ 4セメスタ以上在籍者、 
短期修了希望者

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．指導教授は、主指導教授１名、副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。
３．同一科目を２回以上履修・単位修得することはできない。
４．「研究指導」について、長期履修学生及び原級生で５セメスタ以上在学する場合は、延長したセメスタにおいて、

主指導教授の「研究指導Ⅳ」をその都度履修すること。なおこの場合、同科目において修了要件に充当するのは
最初に修得した成績及び単位のみとする。

５．本表に掲げたものの他、指導教授が教育上必要と認めるときは、学則第８条に基づき、東洋大学大学院（以下「本
大学院」という。）の他研究科・専攻の授業科目及び他大学（協定校）の授業科目を履修することができる（同
一科目は１回目のみ修了要件として扱い、２回目以降の履修によって修得した成績及び単位は認定されるが、修
了要件としては扱わない）。
また、上記により履修し修得した単位は、学則第10条の２に基づく、本大学院に入学する前に修得し、本大学院
における授業科目の履修により修得したものとみなす単位（既修得単位）と合わせて、10単位を超えない範囲で
修了要件に充当することができる。



博士後期課程

選択・
必修の別 授業科目・研究指導 講義・ 

演習の別 単位 科目
ナンバリング

開講学期
担当教員 備　　　考

春 秋

必修

情報連携学研究指導Ⅰ 研究指導 ― REG701 ○ ○

（各指導教員）
花木、後藤、坂村、
中村（周）、石川（徹）、
隈、別所

情報連携学研究指導Ⅱ 研究指導 ― REG702 ○ ○

情報連携学研究指導Ⅲ 研究指導 ― REG703 ○ ○

情報連携学研究指導Ⅳ 研究指導 ― REG704 ○ ○

情報連携学研究指導Ⅴ 研究指導 ― REG705 ― ―

情報連携学研究指導Ⅵ 研究指導 ― REG706 ― ―

履修方法
１．研究指導科目の履修は、各学期に１科目ずつ順を追って履修しなければならない。
２．研究指導科目は、主指導教授の科目を選択すること。
３．本表に掲げたものの他、指導教授が研究指導上必要と認めた場合は、本学の他研究科・専攻の授業科目及び他大

学（協定校）の授業科目を履修することができる。




